
















要約:平成 9 年度には,(1)小学 1 年生(1993 年度の 3 歳児コホート)及び 6 年生(1992 年度

の小学 1 年生)のコホート研究,(2)隠岐郡島後地区の 6 コホートの個人照合調査,及び(3)

介入研究として調査対象地区で開催された島根県主催の生活習慣病予防フォーラムの評価

調査を実施した。(1)小学1年生（n=168)での肥満児(20%≦肥満度)は9%,小学6年生(n=172)

での肥満児は 13.4%であった。男では高度肥満(50%≦肥満度)と普通体形児(-30%≦肥満度

<20%)の比較で,血清総コレステロール値及ぴ皮下脂肪厚が有意に高い値であった(p<0.05)。

男女とも肥満度は皮下脂肪厚及ぴ収縮期血圧と有意な相関関係を示した。(2)6 コホート

の内 3 回の調査(調査は 3 年周期)が終了している 1992 年小学 1 年生コホートでは,小学 1

～3 年生での個人照合率は 90.0%,小学 3～6 年生のそれは 80.3%であり,小学 1～6 年生で

は 72.1%であった。他の 5コホートは 2回の調査であるが,個人照合率は 70.3～87.1%であ

った。(3)生活習慣病フォーラムの参加者に対してアンケート調査を行ったところ,アンケ

ートに答えた者の約 70%は成人病関連の仕事に従事している者であり,家庭の母親は参加

していてもフォーラムの内容に対して関心が少ないことが推測された。これらの結果より

次のことが言える。隠岐郡島後地区でのコホート研究は順調に進んでおり,平成 10 年度調

査が実施されると3回の調査(9年間観察)を行ったコホートは3コホートとなり,tracking

の研究に貴重な観察が完成する。また,昨年度の学童保護者への調査及ぴ今年度の地域フ

ォーラム参加者への調査より,成人病予防の指導は集団対象ではなく,学校等を利用する個

人指導の方が効果的であろうと考えられた。


